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米国デュポン社取締役会、エレン・J・クルマンを
社長兼最高経営責任者に指名

チャールズ・O・ホリデー現会長は引継期間として在任
米国デュポン社（本社：デラウエア州ウィルミントン、会長兼最高経営責任者：チャールズ・O・ホリデー・ジュニア）の取締役会は、9月23日（現地時間）、エレン・J・クルマン（52歳）を、10月1日付で同社の取締役社長、2009年1月1日付で最高経営責任者として選任したと発表しました。会長兼最高経営責任者のチャールズ・O・ホリデー・ジュニア（60歳）は、クルマンが会長職を引き継ぐまでの間、デュポン社会長および取締役として在任します。

「この10年間を通じ、わたしは、デュポンが市場重視型のサイエンスカンパニーに生まれ変わるための革新をリードするという、またとない役割を享受し、資源に限りのある世界情勢において、最も困難かつ急を要する人々のニーズに対し、そのいくつかの解決に道を開くことができました」「会社の変革を行い、収益性や利益を増やし、次世代を担う有能かつ力強いリーダーたちを育ててきた今、新しいリーダーへの継ぎ目なく変わる時期に来たと考えています」とホリデー会長は述べています。
「エレンは、すでにデュポンのトップとして、より迅速な成長を目指す市場重視型の戦略をリードできる人材です」とホリデー会長は付言しています。「今回社長に任命されたことで、エレンは2009年度の詳細な実施計画を明確にすると思いますが、それは、当社の2010年に向けた加速度的成長の目標達成を、着実に進めるものとなるでしょう」
クルマンは、206年の歴史を持つデュポンにおいて19人目のリーダーとなります。クルマンは、2006年6月以降、当社の首席副社長および最高経営幹部の一人として、デュポンの5つの事業分野のうちの4つとマーケティング＆セールス、エンバイロメンタル・サステナビリティ部門を統括してきました。2002年から2006年6月までは、当時創設されたばかりの安全・防護事業部門の担当上席副社長として、売上を35億ドルから55億ドルに成長させました。クルマンは1988年、ゼネラルエレクトリック社を経て当社に入社しました。
「エレンの優秀な実績、市場重視の姿勢、およびリーダシップが、取締役会決定の根拠となりました。デュポンの明るい未来を目指し、極めて優秀な幹部チーム、および世界総勢6万人の従業員を率いていくリーダーとして、彼女が適任であると取締役会が判断したのです」とホリデー会長は語っています。「エレンは、科学の力を顧客のニーズに結びつけることによって、安全・防護事業部門を今あるような最も収益力の高い部門に築き上げてきました。市場重視型サイエンスカンパニーへの変革期にあって成長し、顧客のニーズに当社の科学力を結びつける取り組みでも重要な力となっています。また、当社が新興市場での事業拡大をはかる上でも彼女は貢献しています」
「しばらくの間、会長としてエレンと共に仕事をするのは楽しみですが、引き継ぎはとてもスムーズに、かつ比較的短期間のうちに完了するでしょう」「今後とも、デュポンが農業の生産性の向上、代替エネルギー源の供給、および人々と建造物の保護といった、世界規模での重要なニーズに応えつつ繁栄を遂げていく姿を見つめていきたいと思っています」とホリデー会長は述べています。
デュポン社勤続38年という豊かな経験を持つホリデー会長は、1998年2月にCEOに就任、以後10年にわたる彼の功績は以下の通りです。
－　デュポンは600億ドル超の戦略的改革を経て、科学を基盤に価値の高い製品およびサービスを提供する企業に転換。これらの構造改革が完了した2004年以後、税引前営業利益率は2ポイント上昇し、投資利益率は5ポイント、1株あたり利益は年率11％の伸びを示した。
－　デュポンはエネルギーおよび資源に限りのある世界情勢に対応し、再生可能資源を利用したバイオマテリアル、バイオ燃料、バイオスペシャルティ、バイオメディカルといった分野で製品の実用化を目指す当社最新の技術基盤、アプライド・バイオサイエンスを立ち上げた。
－　2007年、デュポンの売上全体に対する新製品の売上比率は、2001年の24％から36％に増加。新製品の売上額は、この5年以上の間に50億ドル以上伸びた。また売上全体のうち、100億ドル以上が過去5年に販売開始となった製品によるものである。
－　デュポンは2005年11月以降、固定費の生産性を高めることで10億ドルの節約を果たし、発行済み普通株式の12％に当たる50億ドル分の普通株を買い戻した。
－　ホリデー会長は産業界に「持続可能な成長」目標を紹介し、デュポンの顧客に提供する全ての価値の中核となる持続可能性を構築することでデュポンをリードし、完全にビジネスモデルと統合させた。現在、世界に認められたリーダーとして、デュポンは、持続可能性の概念を製品や業務に取り込み、顧客やバリューチェーン、消費者に影響を与える一方で、社内の環境への負荷を大幅に削減している。
－　デュポンはさらに、今年初めにグローバル規模のハイテク企業で構成され、経営陣が基準に従い業績評価を行うとする新たなピアグループを結成し、より大きな成長を目指す位置にあるという信頼感を示しました。この新しいピアグループは、デュポンのこれまでのピアグループに比べ2倍以上の収益増加率を生みだしている。
2008年、デュポンは引き続き持続可能な成長に向けた戦略、および2010年に向けた財務目標を達成するための計画を実行しています。歴史的な物価高騰と米国市場の困難な情勢にもかかわらず、デュポンは、市場重視型のサイエンスカンパニーという位置付けにより、2008年上期は農業・食品関連事業と新興市場での成長を武器に記録的な収益を達成することができました。
「幸運にも、わたしはデュポンに勤務し、非常に多くの熱意ある人々と共に、会社や従業員、当社が事業を展開する世界各地の地域社会に何らかの貢献を果たすことができました」「デュポンのリーダー役には愛着がありました。しかし、次世代を担う有能なリーダーが持続可能な成長という使命に向け、当社をさらに前進させていくには、今がちょうどいい時期なのです」とホリデー会長は語っています。
クルマンは「デュポンが目指す加速的成長の次の段階でリーダーを担う者として、取締役会から選任されたことを光栄に思います。当社には世界屈指の科学力と、新製品の開発にいたる広範なパイプライン、生産性に対する意識の高さ、豊富な市場機会があります。わたしたちは追い風に乗り、困難な世界規模の問題を解決し、2010年目標を含む財務面での公約を果たすために、引き続き当社の使命を果たすことで更なる利益の拡大をはかっていきます。デュポンに勤める素晴らしい人々と共に働き、顧客や地域社会の役に立ち、株主の皆様に報いることができるよう努めていく所存です」と語っています。
デュポンは、科学的な発見や発明を基盤に製品やサービスを提供する企業です。創立は1802年、本社は米国デラウエア州ウィルミントンに置かれています。世界70カ国余りに拠点があり、農業・食品関連、建築・建設、通信、輸送の分野で、革新的な製品やサービスをお届けしています。世界中の人々の生活をより安全で豊かにするために、科学の力を生かした持続可能なソリューションを創出しています。
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以　上
この件に関するお問い合わせは、下記までお願いします。

デュポン株式会社　広報部：岩松

電話(03)5521-8484
